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金
　
祝

（
神
言
修
道
会
）

大
橋
嘉
男
神
父

叙
階
の
お
恵
み
を
頂
い
た

時
は
33
歳
だ
っ
た
私
は
、
ま

さ
か
自
分
が
叙
階
50
周
年
ま

で
生
き
ら
れ
る
と
は
、
夢
に

も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
「
ま
さ

か
」
が
現
実
と
な
り
、
皆
様

か
ら
祝
っ
て
頂
け
る
こ
と
を

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
叙
階

金
祝
を
記
念
し
て
作
り
ま
し

た
カ
ー
ド
に
、
私
は
ミ
サ
典

礼
文
の
中
の
「
キ
リ
ス
ト
に

よ
っ
て
、キ
リ
ス
ト
と
共
に
、

キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
」
と
い

う
キ
リ
ス
ト
賛
歌
を
印
刷
し

ま
し
た
。
こ
の
賛
歌
の
中

に
は
私
の
過
去
、
現
在
、
未

来
の
総
て
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
い
ま
の
自
分
が
司
祭
で

あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
一
重
に

主
キ
リ
ス
ト
が
下
さ
っ
た
お

恵
み
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
は
今
も

何
時
も
私
と
主
に
あ
っ
て
導

い
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
し
、

ど
ん
な
時
に
も
慈
愛
を
も
っ

て
私
を
ご
自
分
の
内
に
包
み

込
ん
で
下
さ
る
キ
リ
ス
ト
、

そ
ん
な
主
キ
リ
ス
ト
に
総
て

を
委
ね
て
日
々
を
生
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

七
種
照
夫
神
父

ぼ
く
は
た
だ
、
こ
の
道
を

歩
い
て
き
た
！
戦
後
２
年

目
、
長
崎
教
区
西
木
場
教
会

の
老
司
祭
が
昼
食
に
僕
を
呼

び
、
差
し
向
か
い
で
、
お
ど

お
ど
し
た
が
銀
シ
ャ
リ
２
杯

も
お
替
り
し
た
。
そ
れ
が
僕

の
司
祭
召
命
の
原
点
と
な
っ

て
い
る
。
親
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
公
教
神
学
校
に
入
学

し
た
が
、
結
局
福
岡
大
神
の

神
学
科
１
年
で
中
退
し
た
。

就
職
し
よ
う
と
考
慮
し
て
い

る
最
中
、
西
木
場
教
会
の
主

任
が
神
言
会
か
ら
派
遣
さ
れ

司
牧
し
て
い
た
。
そ
の
神
父

の
饒
舌
に
乗
せ
ら
れ
、
伊
勢

湾
台
風
の
年
１
９
５
９
年
４

月
に
見
知
ら
ぬ
名
古
屋
に
足

を
踏
み
入
れ
た
。
１
年
後
南

山
大
学
に
編
入
し
、
就
職
を

断
念
し
、
神
言
会
に
入
会
し

た
。
終
生
誓
願
を
宣
立
し
て

１
９
６
５
年
８
月
21
日
、
神

学
科
４
年
の
夏
、
司
祭
に
叙

階
さ
れ
た
。
同
僚
と
公
会
議

揚
々
と
神
に
感
謝
し
た
。

振
り
返
れ
ば
70
年
安
保
と

学
生
紛
争
、
教
区
レ
ベ
ル
で

は
人
権
と
福
祉
、
正
義
と
平

和
等
で
働
か
さ
れ
た
。
紆
余

曲
折
は
あ
っ
た
が
、
今
日
ま

で
神
の
指
を
感
じ
生
き
て
き

た
。銀　

祝

（
名
古
屋
教
区
）

椎
尾
匡
文
神
父
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福音の
ひびき

8月の説教者

2 日　年間第18主日
チャン・ヴァン・ビン

（瀬戸教会）
9 日　年間第19主日

暮林　響
（神言修道会）

16日　年間第20主日
アーノルド・プルム

（安城教会）
23日　年間第21主日

島袋　幹男
（岡崎教会）

30日　年間第22主日
平澤　忠雄
（守山教会）

9月の説教者

6 日　年間第23主日
岩崎　一二三
（聖心教会）

13日　年間第24主日
サントス・エドワルド

（豊橋教会）

20日　年間第25主日
片岡　義博
（一宮教会）

27日　年間第26主日
三上　和久
（三馬教会）

（
カ
ル
メ
ル
会
）

三
上
和
久
神
父

「
彼
ら
は
兄
弟
た
ち
の
中

で
遺
産
を
持
た
な
い
。
彼
ら

の
遺
産
は
主
の
約
束
ど
お
り

主
ご
自
身
で
あ
る
」（
申
命

記
18
章
２
節
）

25
年
前
、
叙
階
記
念
カ
ー

ド
に
記
し
た
聖
書
の
言
葉
で

す
。25

年
の
間
に
お
腹
周
り
に

随
分
と
要
ら
な
い
遺
産
（
脂

肪
）
が
付
き
ま
し
た
。
精
神

的
に
も
肥
え
太
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
、
遺
産
を
持
た
ず
に

貧
し
く
い
ら
れ
た
の
か
自
省

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
歳
の
せ
い
で
し
ょ
う

か
？
最
近
、
何
故
か
自
分
が

実
年
齢
以
上
に
す
っ
か
り
人

生
の
晩
年
で
す
。（
死
期
が

近
い
？
）

ア
ヴ
ィ
ラ
の
聖
テ
レ
ジ
ア

の
「
神
を
有
す
れ
ば
足
り
な

い
も
の
は
、
何
も
な
く
、
神

だ
け
で
足
り
る
」、
十
字
架

の
聖
ヨ
ハ
ネ
の
「
神
の
恵
み

で
す
ら
こ
の
世
に
お
い
て

は
、
神
ご
自
身
で
は
な
い
の

で
い
ら
な
い
」、
リ
ジ
ュ
ー

の
聖
テ
レ
ジ
ア
の
「
小
さ

い
子
供
は
何
も
持
た
な
い
」、

な
ど
な
ど
、
そ
れ
が
た
と
え

霊
的
な
宝
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
蓄
財
を
拒
否
す
る
徹
底

し
た
心
の
貧
し
さ
に
心
打
た

れ
ま
す
。
と
い
う
わ
け
で
、

明
日
か
ら
ま
た
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
始
め
ま
し
ょ
う
。精
神
的
、

霊
的
に
、
つ
い
で
に
肉
体
的

金
銀
祝
を
迎
え
た
司
祭
・
奉
献
生
活
者

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
抜
粋
）

献
生
活
者
の
金
銀
祝
を
祝
う

集
い
が
７
月
５
日
、
布
池
教

会
で
行
わ

れ
、
400
人

を
超
え
る

人
々
が

参
列
し

た
。
着
任

し
た
ば
か

り
の
松
浦

悟
郎
司
教

が
16
年
前

大
阪
で
司

教
叙
階
を

受
け
た
の

は
7
月
17

日
で
、
奇

し
く
も
野

村
純
一
名

誉
司
教
と

同
じ
７
月

だ
っ
た
の

司
教
叙
階
を
記
念
し
、
あ

わ
せ
て
司
祭
、
修
道
者
、
奉

で
、
お
二
人
を
合
わ
せ
て
祝

う
こ
と
に
な
っ
た
。

14
人
の
侍
者
と
終
身
助
祭

二
人
、
18
人
の
司
祭
団
に
続

い
て
松
浦
司
教
、
野
村
司
教

が
入
堂
し
て
ミ
サ
が
始
ま
っ

た
。松

浦
司
教
は
「
お
互
い
に

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
、「
今
日
は
金

銀
祝
の
お
祝
い
で
集
っ
て
い

ま
す
。お
祝
い
の
み
な
ら
ず
、

神
様
か
ら
呼
ば
れ
て
集
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
の

福
音
宣
教
の
使
命
を
全
う
す

る
よ
う
神
か
ら
の
呼
び
か
け

に
応
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

説
教
は
金
祝
を
迎
え
た
七

種
照
夫
神
父（
神
言
修
道
会
）

が
担
当
し
た
。

「
今
日
、
金
銀
祝
に
招
か

れ
た
私
た
ち
一
人
一
人
、
自

分
の
人
生
に
は
ド
ラ
マ
が
あ

り
、
召
命
の
自
分
史
が
あ
り

ま
す
」
と
叙
階
か
ら
50
年
に

わ
た
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
さ
ま

ざ
ま
に
語
っ
た
。

そ
し
て
、「
長
い
道
の
り

が
あ
り
、
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
長
く
て
短
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
夕

日
を
こ
の
身
に
受
け
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
こ
の
道
を
た

ど
っ
て
い
き
た
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

ミ
サ
後
、
祭
壇
の
中
央
で

松
浦
司
教
と
野
村
司
教
に
花

束
が
、
金
銀
祝
の
司
祭
、
修

道
者
、
在
俗
奉
献
生
活
者
の

皆
さ
ん
に
は
松
浦
司
教
か
ら

記
念
の
カ
ー
ド
と
一
輪
の
花

が
手
渡
さ
れ
た
。
最
後
に
金

祝
を
迎
え
た
ド
ミ
ニ
コ
会
の

能
登
原
典
子
シ
ス
タ
ー
が
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
て
、
祝
賀

ミ
サ
は
終
わ
っ
た
。

続
い
て
地
下
ホ
ー
ル
で

は
、
信
徒
使
徒
職
協
議
会
・

城
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
準
備
に
よ

る
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。

松
浦
司
教
、
野
村
司
教
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
滑
川
信

徒
協
会
長
が
、「
松
浦
司
教

様
の
下
、
名
古
屋
教
区
民
が

一
つ
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
」

と
い
う
力
強
い
乾
杯
の
音
頭

で
始
ま
っ
た
。

オ
ペ
ラ
「
二
十
六
人
の
殉

教
」
上
演
の
際
に
結
成
さ
れ

た
コ
ラ
ー
レ
・
コ
ン
ポ
ー
レ

合
唱
団
が
「
カ
ン
タ
ー
テ
・

ド
ミ
ノ
」
な
ど
を
歌
い
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。

今
年
、
金
銀
祝
を
迎
え
た

司
祭
・
奉
献
生
活
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

司
祭
・
金
祝

大
橋
嘉
男
神
父
（
神
言
修
道

会
）　

七
種
照
夫
神
父
（
神

言
修
道
会
）

司
祭
・
銀
祝

椎
尾
匡
文
神
父
（
名
古
屋
教

区
）　

三
上
和
久
神
父
（
カ

ル
メ
ル
会
）

奉
献
生
活
者
・
金
祝

Sr.
斉
藤
千
鶴
子
（
ド
ミ
ニ
コ

会
）　

Sr.
能
登
原
典
子
（
ド

ミ
ニ
コ
会
）　

岡
田
喜
美
江
（
聖
マ
リ
ア
在

俗
会
）　

清
水
渓
子
（
聖
マ

リ
ア
在
俗
会
）　

庄
子
多
賀

子
（
聖
マ
リ
ア
在
俗
会
）　

竹
村
静
（
聖
マ
リ
ア
在
俗

会
）　

前
田
謁
子
（
聖
マ
リ

ア
在
俗
会
）

に
も
…
リ
バ
ウ
ン
ド
し
な
い

様
に
。

（
ド
ミ
ニ
コ
会
）

Sr.
斉
藤
千
鶴
子

「
私
は
主
の
は
し
た
め
で

す
。
お
言
葉
通
り
に
な
り
ま

す
よ
う
に
」
私
は
こ
の
言
葉

が
大
好
き
で
す
。

若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
母

の
病
床
で
の
手
引
き
、
故
郷

の
神
父
様
方
の
導
き
に
よ
っ

て
洗
礼
、
そ
し
て
修
道
生
活

に
引
っ
張
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
ひ
た
す
ら
人
々
の
救
霊

の
た
め
に
祈
る
の
だ
と
思
っ

て
観
想
修
道
会
に
参
り
ま
し

た
。
何
も
分
か
ら
な
い
私
を

主
は
先
に
招
き
支
え
、
導
い

て
下
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
つ
く
し
み
深
い
神
様
の
お

は
か
ら
い
に
感
謝
し
ま
す
。

Sr.
能
登
原
典
子

誓
願
50
年
記
念
に
当
た
っ

て
、
た
だ
た
だ
感
謝
に
尽
き

ま
す
。
主
は
生
き
て
い
て
、

共
に
い
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
私
は
、
良
い
も
悪
い
も

す
べ
て
主
に
お
委
ね
し
て
、

そ
の
時
々
、
自
分
の
前
に
差

し
出
さ
れ
る
こ
と
に
精
一
杯

応
え
た
い
と
思
っ
て
過
ご
し

ま
し
た
。
過
ち
や
失
敗
は
沢

山
あ
り
ま
し
た
が
、
許
し
て

頂
き
ま
し
た
。
特
別
な
こ
と

は
何
も
な
く
、
新
し
く
や
っ

て
く
る
一
日
一
日
を
、
姉
妹

た
ち
、
家
族
や
友
人
た
ち
に

助
け
ら
れ
て
歩
む
こ
と
が
出

来
て
幸
い
で
し
た
。
ど
の
よ

う
に
お
礼
申
し
上
げ
た
ら
よ

い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

（
聖
マ
リ
ア
在
俗
会
）

岡
田
喜
美
江

１
年
位
前
、
出
会
い
ま
し

た
小
文
、
ど
な
た
の
も
の
か

存
じ
ま
せ
ん
が
心
に
深
く
忘

れ
が
た
い
の
で
記
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
途
方
に
暮
れ
て
も

失
望
せ
ず
、
才
能
も
勇
気
も

な
く
と
も
、
そ
の
現
場
を
直

接
見
て
、
そ
こ
に
触
れ
れ
ば

愛
が
溢
れ
、
聖
霊
が
溢
れ
、

あ
と
は
も
う
神
様
が
働
い
て

く
だ
さ
る
。
身
近
に
病
ん
で

い
る
人
が
い
る
な
ら
、
私
た

ち
は
そ
こ
に
つ
か
わ
さ
れ
ま

す
。
今
の
時
は
そ
ん
な
弟
子

た
ち
が
本
当
に
必
要
で
す
。

私
は
す
ぐ
世
界
平
和
の
た
め

に
、
毎
日
「
神
の
慈
し
み
の

信
心
」を
祈
り
始
め
ま
し
た
。

清
水
渓
子

私
は
学
生
時
代
、
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
だ
っ
た
後
輩
を

通
し
て
教
会
の
存
在
を
知

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
初
め
て

教
会
へ
行
き
ま
し
た
。
教
会

と
言
っ
て
も
普
通
の
小
さ
な

民
衆
だ
っ
た
の
で
ガ
ッ
カ
リ

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
う
、

典
礼
は
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、

戻
る
に
戻
れ
ま
せ
ん
。
仕
方

な
く
場
外
れ
な
姿
で
入
っ
た

場
に
留
ま
り
続
け
ま
し
た
。

初
め
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

あ
の
珍
事
以
降
か
ら
も
教
会

は
楽
し
く
、
登
校
の
行
き
帰

り
も
教
会
を
訪
れ
、
祈
り
や

ダ
べ
リ
ン
グ
等
で
時
間
を
つ

ぶ
し
て
い
た
習
慣
か
ら
抜
け

出
せ
ず
、
遂
に
自
分
を
イ
エ

ス
様
へ
押
し
付
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。

ミカエル松浦悟郎司教、�
アウグスチノ野村純一司教叙階記念

司祭叙階、奉献生活誓願の�
� 金銀祝の祝い

8月6日～15日
日本カトリック�

平和旬間
「過去を振り返ること
は、将来に対する責
任を担うこと」
� ヨハネ・パウロ２世

9月27日
世界難民移住
移動者の日

祈り、協力、献金
「すべての人の母であ
る、国境のない教会」
� 教皇フランシスコ
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二
〇
一
五
年

　
名
古
屋
教
区
年
間
テ
ー
マ

二
人
ま
た
は
三
人
が
わ
た
し
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、

　
　
　
　
　
わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
の
で
あ
る

松浦司教に名古屋教区司教就任を告げる
� 教皇フランシスコからの任命書
松浦司教に名古屋教区司教就任を告げる
� 教皇フランシスコからの任命書

松浦司教着座式の説教（要約）
教皇大使の話
　名古屋教区への任命後、教皇大使に
会ったとき、「教皇はあなたに『ア・ギ
フト』を与えた」と大使は言った。そ
れは大使一流のジョークで、ア・ギフ
ト（A GIFT）のＡは愛知県、Ｇは岐阜
県、Ｉは石川県、Ｆは福井県、Ｔは富

山県、すなわち名古屋教区を構成する５県を表し、「あなたには教区の全
住民、千200万人への福音宣教の使命が与えられた」という意味だった。
　この千200万の人々に福音を伝える使命を、名古屋教区の司祭、信徒、
修道者と一緒になって果たしていきたい。福音（喜びのたより）を伝える
のは最高の喜びだから。
福音を告げ知らせる、とは
　「良い知らせを伝える者の足は何と美しいことか」（ローマ10：15）。
　捕らわれている民の解放を待ち望む人々の所に伝令が走ってくる。人々
はその走り方を見て良い知らせとわかる。本当にうれしいたよりは誰より
も先に自分が知らせたいと思うはず。
　教会の問題として少子高齢化とか司祭修道者召命の減少が言われる。し
かし、それが問題なのではない。福音の喜びがない、伝える力がないとし
たら、それこそが問題だ。
福音とは
　かつて相馬司教が信仰と宣教の説明を分かり安くしてくれたことがある。
　「神は私を愛している」ことを受け入れることが「信仰」であり、「神は
あなたも愛している」ことを言葉や関わりで伝えることが「宣教」だと。
　私たちを神が愛していることは、すでにある事実であって、その事実を
伝えることが宣教だ。良い人間になったら愛される、ということではない。
　では、どうやって「あなたも神さまから愛されている」ことを伝えるか。
　今日のルカの福音のように、人間として大切にされていない状況の改善、
すなわち「捕らわれている人には解放を、目の見えない人に視力の回復を
告げ、圧迫されている人を自由に」することで伝える。
どこに向かって
　「幻がなければ民は堕落する」という箴言の言葉（29・18）を、イエズ
ス会の山田敬三神父は「ビジョンがなければ、民は滅びる」と言い換えた。
ビジョン、つまり、何のために、どこに向かって歩んでいるかをしっかり
持たなければ「民は滅びる」ということ。ビジョンを持たななければ、人
は必ず自分の、あるいは自分たちの「安定」のために働く。それは堕落で
あり滅びに向かうことだ。
　今日の第１朗読のアブラハムに対する「生まれ故郷を出よ」との招きは、
地縁血縁を越えてすべての人が神の前に大切な家族になる旅に出よとの促
しだ。私たちはキリストのビジョン、すなわち「この世から始まる神の国
の完成」に向かって旅をし続ける。
　今の世界は自分の正当性と利益を主張することで暴力の連鎖の中に入り
込んでいる。日本もその中に積極的に入っていこうとしている。私たちが
目指そうとするキリストのビジョンに向かって、福音をしっかり携えて歩
んでいきたい。

歓
迎
の
挨
拶
を
岩
崎
一
二

三
神
父
（
聖
心
教
会
）
が
お

話
さ
れ
た
。
傍
ら
に
滑
川
正

雄
氏
（
信
徒
使
徒
職
協
議
会

会
長
）
と
シ
ス
タ
ー
福
井
節

子（
幼
き
聖
マ
リ
ア
修
道
会
）

が
立
ち
会
っ
た
。

挨
拶
全
文

今
、
私
た
ち
は
典
礼
聖
歌

405
番
「
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
」

を
歌
い
ま
し
た
。

「
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
キ
リ

ス
ト
の
う
ち
に
」。
キ
リ
ス

ト
・
イ
エ
ス
の
う
ち
に
心
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
る
私
た
ち

に
と
っ
て
、
今
日
は
恵
み
の

日
、
祝
福
の
日
、
喜
び
の
日

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
喜
び
を

分
か
ち
合
う
た
め
に
私
た
ち

は
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
ま

す
。そ

し
て
こ
の
喜
び
を
共
に

す
る
た
め
に
全
国
各
地
か
ら

お
集
ま
り
く
だ
さ
っ
た
信

徒
、
修
道
者
、
司
祭
の
皆
様

に
、
そ
し
て
ま
た
駐
日
ロ
ー

マ
教
皇
庁
大
使
ジ
ョ
ゼ
フ
・

チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教
様
を

は
じ
め
、
各
教
区
の
司
教
様

方
に
、
名
古
屋
教
区
を
代
表

し
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

野
村
司
教
様
か
ら
退
任
の

ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
司
教
様
に
は
名
古
屋
教

区
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、

22
年
の
長
い
間
、
私
た
ち
を

教
え
導
き
「
よ
き
牧
者
」
と

に
は
名
古
屋
で
お
生
ま
れ
に

な
り
、
八
事
聖
霊
幼
稚
園
の

第
１
回
卒
園
児
と
い
う
こ
と

で
、
な
に
か
身
近
に
親
し
く

覚
え
ま
す
。

名
古
屋
教
区
は
東
海
地
区

と
北
陸
地
区
か
ら
な
り
、
愛

知
、
岐
阜
、
福
井
、
石
川
、

富
山
の
５
県
に
約
２
万
６
千

人
の
信
者
が
登
録
を
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
未
登
録
の
外

国
籍
信
者
は
そ
の
約
３
倍
、

８
万
人
を
超
え
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
東
海
地
区

は
自
動
車
産
業
を
は
じ
め
と

す
る
日
本
で
も
有
数
の
製
造

業
の
中
心
地
で
、
外
国
籍
の

信
者
が
労
働
者
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
教
会
共
同
体
の

中
で
国
籍
や
民
族
の
違
い
を

超
え
た
共
同
体
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い

ろ
な
困
難
な
課
題
に
直
面
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
司
教
様
の
ご
指
導

の
も
と
で
、
よ
り
豊
か
な
、

よ
り
力
強
い
信
仰
共
同
体
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

愛
知
県
で
は
ち
ょ
う
ど
10

年
前
、２
０
０
５
年
に
宗
教
、

宗
派
の
違
い
を
超
え
た
「
愛

知
宗
教
者
九
条
の
会
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
の

５
月
に
松
浦
司
教
様
が
来
名

さ
れ
、
東
本
願
寺
名
古
屋
別

院
の
講
堂
で
講
義
を
な
さ
い

ま
し
た
。た
し
か
演
題
は「
憲

法
の
平
和
思
想
と
宗
教
者
の

立
場
」
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
昨

日
の
出
来
事
の
よ
う
に
思
い

出
し
ま
す
。

司
教
様
の「
正
義
と
平
和
」

活
動
に
関
す
る
長
い
ご
経
験

が
、
こ
の
名
古
屋
教
区
に
も

活
か
さ
れ
、
新
し
い
風
が
吹

き
込
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

　松浦司教の着座式で朗読されたフランシスコ教皇からの任命書を紹介します。
　教皇大使ジョセフ・チェノットゥ大司教がまずラテン語で読み、その訳文を名古屋教区事務局長
平田政信神父が読み上げたものです。
  任命書

し
て
の
務
め
を
果
た
し
て
く

だ
さ
り
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

司
教
様
は
価
値
観
が
多
様

化
し
、
人
間
関
係
が
稀
簿
化

し
た
今
の
時
代
に
、“
Ｕ
ｍ

ｕ
ｍ　

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｕ
ｓ　

Ｍ

ｕ
ｌ
ｔ
ｉ　
ｓ
ｕ
ｍ
ｕ
ｓ
”

（
私
た
ち
は
大
勢
で
も
一
つ

の
体
で
す
）
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
人
と
人
と
の
絆
を
大
切

に
し
、
福
音
の
視
点
と
信
仰

の
感
覚
を
私
た
ち
に
示
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
激
動
す

る
社
会
の
中
で
、
教
会
が
抱

え
る
問
題
は
山
積
し
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
は
教
会
組
織

の
見
直
し
や
、
福
音
宣
教
の

あ
り
方
な
ど
、
残
さ
れ
た
課

題
を
真
摯
に
受
け
継
い
で
い

き
ま
す
。

司
教
様
は
数
年
前
に
肺
が

ん
の
疑
い
で
手
術
を
受
け
て

か
ら
、
急
激
に
体
調
が
悪
化

し
、
お
仕
事
に
も
支
障
を
き

た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
ま
ず
十
分
な

休
養
を
お
と
り
に
な
り
、
健

康
回
復
に
努
め
て
下
さ
い
。

そ
し
て
陰
か
ら
私
た
ち
を
見

守
り
支
え
て
く
だ
さ
い
。

つ
づ
い
て
今
日
の
着
座
式

に
あ
た
り
、
ま
ず
神
様
の
計

ら
い
に
よ
り
、
名
古
屋
教
区

長
と
し
て
松
浦
悟
郎
司
教
様

を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
喜

び
、
神
さ
ま
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

さ
る
３
月
29
日
ロ
ー
マ
教

皇
庁
よ
り
発
表
が
あ
っ
た
数

日
後
、
私
の
教
会
の
あ
る
信

者
が
聖
霊
会
の
シ
ス
タ
ー
に

「
新
し
い
司
教
様
が
決
ま
っ

た
そ
う
で
す
ね
」
と
声
を
か

け
た
ら「
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ
ん
ね
」

と
言
わ
れ
驚
い
た
と
い
う
こ

と
を
聞
き
ま
し
た
。
司
教
様

（和訳文）

　神のしもべのしもべである司教フランシスコは、スファスフェリの名義司教、かつ大阪大司教区
の補佐司教をこれまで務め、名古屋司教区に転任される、尊敬する兄弟ミカエル松浦悟郎司教様に、
挨拶と使徒的祝福を送ります。

　さて、使徒たちの頭、聖ペトロの後継者である私は、かねてより尊敬するアウグスチノ野村純一
司教のご退任で空位となっていた名古屋司教の座をふさわしい方に継いでいただきたいと思ってお
りましたが、福音宣教省の助言を受け、見識豊かで司牧に精通しているあなたに、司教区を治める
務めをお委ねすることが最善であると判断しました。
　私は、教皇としての権限により、スファスフェリの名義司教と補佐司教としての義務と任務を免じ、
名古屋教区司教に任命し、それに伴うすべての権利と義務を付与します。

　私は、この任命書があなたの司教団と教区民に読み上げられるよう望みます。彼らが、喜びのう
ちにあなたを受け入れ、あなたとともに歩みますように。

　最後に、尊敬する兄弟である司教様、名古屋教区の天の聖人たちの助けに支えられ、あなたが司
教と父親としての務めをあなたに委ねられた信者の方々に、果たしますように。
　異邦人の使徒である聖パウロが「実に、神の御心は、あなたがたが聖なる者となることです」（1
テサロニケ4：3）と励ますように、あなたがまず模範を示すことにより、名古屋教区における福音
宣教の先駆者の方々の思い出を持つ教区民たちが、より多くの感謝をこめて、なによりも、わたし
たちすべてが召されているいのちの聖化を求めますように。

　助け主である聖霊の賜物が、聖母マリアの取り次ぎによって、あなたと、日本における愛すべき
名古屋教区の共同体を支え、喜びで満たしてくださいますように。

　キリストにおいて私の愛するすべての皆様にご挨拶をおくります。

　教皇在位第3年　2015年3月29日、枝の主日　ローマ、聖ペトロの傍らにおいて
� フランシスコ

松
浦
悟
郎
司
教
着
座
式
の
歓
迎
の
挨
拶

�

（
３
面
下
段
へ
）
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二
〇
一
五
年

　
名
古
屋
教
区
年
間
テ
ー
マ

二
人
ま
た
は
三
人
が
わ
た
し
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、

　
　
　
　
　
わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
の
で
あ
る

て
い
ま
す
。

さ
る
４
月
18
日
は
名
古
屋

教
区
で
は
、
こ
の
布
池
教
会

で
司
祭
叙
階
式
が
あ
り
、
二

人
の
新
司
祭
が
誕
生
し
ま
し

た
。
司
教
様
に
は
こ
の
叙
階

式
に
参
列
く
だ
さ
り
、
そ
の

時
ご
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
名

古
屋
教
区
に
喜
ん
で
来
る
」

と
い
う
こ
と
を
、
ご
自
分
の

出
発
点
に
当
た
り
、「
神
さ

ま
が
新
し
い
二
人
の
司
祭
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
下
さ
っ
た

こ
と
に
感
謝
す
る
」
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
司
教
様
を

信
頼
し
、
司
教
様
の
ご
指
導

の
も
と
に
、
司
教
様
と
共
に

歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
信
徒
、
修
道
者
、
司
祭
、

名
古
屋
教
区
す
べ
て
の
信
者

の
協
力
と
お
祈
り
を
お
約
束

し
ま
す
。

（
２
面
下
段
よ
り
）

松
浦
司
教
は
ま
ず
、
自
己

紹
介
の
中
に
織
り
交
ぜ
て
、

信
仰
と
は
何
か
と
い
う
こ
と

を
話
し
始
め
た
。

聖
霊
病
院
で
生
ま
れ
、
八

事
聖
霊
幼
稚
園
の
第
１
回
卒

園
生
で
あ
る
松
浦
司
教
は
、

両
親
を
は
じ
め
家
族
全
員
が

熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

で
、
母
親
手
作
り
の
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
が
食
べ
ら
れ
る
日
曜

学
校
が
大
好
き
だ
っ
た
。

小
６
の
時
に
神
戸
に
移

り
、
中
１
か
ら
高
３
ま
で
を

大
阪
の
小
神
学
校
で
過
ご
し

た
。信

仰
に
何
の
疑
問
も
抱
か

な
い
ま
ま
高
校
生
に
な
っ
た

時
、
将
来
は
僧
侶
に
な
る
と

い
う
同
級
生
が
隣
の
席
に
い

て
、
い
つ
も
宗
教
論
争
を
し

て
い
た
。

「
仏
教
は
ご
利
益
に
走
っ

て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言

う
と
「
キ
リ
ス
ト
教
こ
そ
告

白
す
る
だ
け
で
天
国
に
入
れ

る
、
究
極

の
ご
利
益

宗
教
だ
」

と
反
論
さ

れ
、
初
め

て
自
分
の

信
仰
に
疑

い
を
持
っ

た
。大

神
学

校
の
哲
学
院
に
進
ん
だ
当
時

は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
ら
み

の
討
論
ば
か
り
で
ほ
と
ん
ど

授
業
も
な
か
っ
た
。
自
分
で

い
ろ
い
ろ
考
え
始
め
、
疑
問

も
た
く
さ
ん
出
て
き
た
。

「
神
父
に
な
る
だ
け
が
道

で
は
な
い
。
こ
れ
は
神
学
校

を
辞
め
る
し
か
な
い
」

本
当
は
自
分
の
進
路
を
自

分
で
決
め
た
か
っ
た
。

「
も
う
神
学
校
に
は
戻
り

ま
せ
ん
」
と
周
囲
に
宣
言
し

て
神
学
校
を
辞
め
て
自
由
に

な
っ
た
。

小
学
校
の
先
生
と
し
て
過

ご
し
た
２
年
間
、
仕
事
は
と

て
も
楽
し
か
っ
た
が
、
そ
の

間
、
神
父
に
な
る
か
ど
う
か

を
自
分
で
選
択
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
重
荷
を
ず
っ
と
感

じ
て
い
た
。
家
が
火
事
に

な
っ
て
自
分
が
家
族
の
た
め

に
働
か
ざ
る
を
え
な
く
な
る

と
か
、
自
分
で
決
断
し
な
く

て
も
い
い
方
法
を
夢
想
す
る

ほ
ど
の
重
荷
だ
っ
た
。
自
分

の
決
断
に
よ
っ
て
人
生
が
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ

か
ら
。

こ
れ
は
、
与
え
ら
れ
た
信

仰
で
は
な
く
、
自
分
が
確
信

を
も
っ
て
「
神
様
、
あ
な
た

を
信
じ
ま
す
」
と
自
分
で

結
論
を
出
す
と
い
う
こ
と
。

「
や
っ
ぱ
り
私
は
司
祭
に
な

ろ
う
」
と
決
め
て
、
結
局
、

神
学
校
に
戻
っ
た
の
だ
っ

た
。だ

か
ら
、
私
は
信
仰
に
疑

問
を
持
っ
て
い
る
人
が
大
好

き
。
若
者
に
も
い
っ
ぱ
い
疑

問
や
反
発
を
話
し
て
も
ら
っ

て
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
私

の
使
命
と
思
っ
て
い
る
。

私
た
ち
大
人
の
大
き
な
責

任
は
、
次
の
世
代
に
信
仰
を

伝
え
る
こ
と
。
伝
え
る
機
会

は
山
ほ
ど
あ
る
。

子
供
た
ち
は
必
ず
「
な
ぜ

教
会
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

の
か
」
と
か
「
死
ん
だ
人
が

復
活
す
る
な
ん
て
お
か
し

い
」と
か
聞
い
て
き
た
は
ず
。

そ
の
時
に
親
が
何
と
答
え
る

か
。「
神
父
さ
ん
に
聞
き
な

さ
い
」
で
は
信
仰
は
伝
わ
ら

な
い
。
自
分
が
信
じ
て
い
る

こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え

る
こ
と
が
大
切
だ
。
き
ち
ん

と
答
え
ら
れ
な
い
限
界
は
確

か
に
あ
る
。
そ
の
時
、「
と

て
も
良
い
質
問
だ
。
今
す
ぐ

に
は
答
え
ら
れ
な
い
け
ど
、

必
ず
答
え
る
か
ら
」
と
言
っ

て
自
分
で
考
え
る
。
家
族
で

話
し
合
っ
て
み
る
。
教
会
で

信
徒
の
皆
さ
ん
に
話
し
て
み

る
。
最
後
に
司
祭
に
「
あ
な

た
な
ら
ど
う
答
え
る
」
な
ど

と
聞
い
て
考
え
、
自
分
の
人

生
を
振
り
返
っ
て
、「
こ
こ

が
私
の
信
仰
の
根
本
だ
」
と

わ
か
っ
た
時
に
、
１
週
間
後

で
も
１
カ
月
後
で
も
子
供
に

「
以
前
の
あ
な
た
の
質
問
に
、

私
は
こ
う
考
え
る
」
と
答
え

る
。
子
供
は
忘
れ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
答
え
の
内

容
よ
り
も
、
母
親
が
自
分
の

質
問
を
一
生
懸
命
に
考
え
、

真
剣
に
答
え
て
く
れ
た
と
い

う
こ
と
が
大
事
。
そ
う
や
っ

て
対
話
を
し
て
い
く
こ
と
で

信
仰
は
育
っ
て
い
く
。

司
祭
叙
階
7
年
目
で
の
阿

倍
野
教
会
は
釜
ヶ
崎
の
近
く

に
あ
り
、
信
徒
の
３
分
の
１

が
韓
国
籍
だ
っ
た
。

当
時
、
外
国
人
登
録
に
伴

う
指
紋
押
捺
強
制
の
問
題
が

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
社
会
の

現
実
に
よ
っ
て
私
の
信
仰
が

問
わ
れ
、
教
会
の
在
り
方
が

問
わ
れ
た
。

ち
ょ
う
ど
同
じ
１
９
８
７

年
に
、
日
本
の
教
会
は
ナ
イ

ス
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
＝
福
音
宣
教

推
進
全
国
会
議
）
を
実
施
し

た
。
そ
れ
は
日
本
の
現
実
の

中
で
第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議

の
目
指
し
た
方
向
を
実
現
し

よ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

高
度
経
済
成
長
時
代
、
懸

命
に
働
き
続
け
る
日
々
を
生

き
、
い
つ
か
信
仰
者
と
し
て

生
き
る
意
味
が
わ
か
ら
な
く

な
り
、
信
仰
の
喜
び
は
失
わ

れ
、
教
会
に
は
力
が
な
く

な
っ
て
い
た
。

司
教
団
は
各
地
で
公
聴
会

を
開
き
、
信
徒
の
意
見
を
ひ

た
す
ら
聴
い
た
。
教
会
に
対

す
る
批
判
、
信
仰
に
生
き
る

こ
と
の
つ
ら
さ
、
信
仰
の
喜

び
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た

現
実
な
ど
が
山
の
よ
う
に
出

て
き
た
。

誰
で
も
「
信
仰
者
は
こ
う

あ
る
べ
き
だ
」「
教
会
の
あ

る
べ
き
姿
は
こ
う
だ
」
と
先

に
教
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
現

実
の
自
分
を
見
る
と
、
自
分

は
い
つ
も
〈
あ
る
べ
き
姿
〉

か
ら
は
遠
く
、
足
り
な
い
存

在
と
し
て
し
か
見
え
な
い
。

こ
こ
で
３
つ
の
タ
イ
プ
が

出
て
く
る
。
信
仰
の
喜
び
が

消
え
て
行
く
真
面
目
な
信
者

タ
イ
プ
と
、
信
仰
で
は
世
の

中
を
生
き
て
い
け
な
い
と
割

り
切
っ
て
開
き
直
る
タ
イ

プ
、
そ
し
て
最
も
深
刻
な
の

が
、
信
仰
と
現
実
と
が
同
居

し
、
日
曜
日
は
熱
心
な
信
者

で
あ
り
な
が
ら
、
平
日
は
信

仰
と
関
係
な
い
日
常
を
過
ご

す
タ
イ
プ
だ
。
信
仰
と
現
実

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
処
理
し

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
う
し
た
三
つ
の

タ
イ
プ
が
生
ま
れ
て
く
る
。

そ
ん
な
あ
り
さ
ま
を
受
け

て
、
司
教
団
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
出
し
た
。

「〈
あ
る
べ
き
姿
〉
か
ら
出

発
す
る
の
は
止
め
よ
う
。〈
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
〉
の
現
実

か
ら
出
発
し
よ
う
」
と
。

大
切
な
の
は
ど
ち
ら
の
方

向
に
進
む
か
だ
。
開
き
直
っ

て
現
実
の
道
を
行
く
か
、
そ

れ
と
も
イ
エ
ス
が
歩
ん
だ
道

を
行
く
か
。〈
あ
る
べ
き
姿
〉

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
考
え
な
く

て
い
い
。
倒
れ
て
も
、
ゆ
っ

く
り
で
も
い
い
。
現
実
を
前

に
し
て
開
き
直
る
の
で
な

く
、
信
仰
の
道
を
進
む
こ
と

だ
。深

刻
な
の
は
方
向
の

ギ
ャ
ッ
プ
。
あ
く
ま
で
も

「
生
活
か
ら
信
仰
を
見
直
そ

う
。
現
実
か
ら
教
会
を
見
直

そ
う
」
と
い
う
の
が
司
教
団

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。

私
た
ち
の
「
現
実
の
生

活
」
が
ど
う
な
の
か
。「
現

実
の
生
活
」
の
中
で
の
信
仰

が
問
わ
れ
て
い
る
。
社
会
の

現
実
が
教
会
の
あ
り
方
を
問

う
て
い
る
。
そ
し
て
ナ
イ
ス

は
、
そ
れ
を
分
ち
合
う
こ
と

の
重
要
さ
に
気
づ
く
機
会
と

も
な
っ
た
。

�

（
次
号
に
続
く
）

名
古
屋
教
区
信
徒
使
徒
職
協
議
会
主
催
に
よ
る
第
１
回

「
信
徒
養
成
講
座
」
が
６
月
20
日
に
、
布
池
文
化
セ
ン
タ
ー・

セ
シ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
松
浦
司
教
が
「
こ
れ
か
ら

の
教
会
を
考
え
る
」
と
題
し
て
話
さ
れ
た
。

名
古
屋
教
区
の
す
べ
て
の
信
徒
、
司
祭
、
修
道
者
と
分
か

ち
合
い
た
い
内
容
で
あ
り
、名
古
屋
教
区
ニ
ュ
ー
ス
で
は
８・

９
月
号
と
10
月
号
の
２
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
月

は
そ
の
第
一
回
で
す
。

「
ゴ
ロ
ー
司
教
と
、
こ
れ
か
ら
の
教
会

を
考
え
る
」
講
演
会
の
内
容
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

東
海
地
区
一
粒
会
の
集
い

が
小
牧
教
会
で
６
月
28
日
に

開
か
れ
、
松
浦
新
司
教
、
一

粒
会
担
当
平
田
豊
彦
神
父
、

北
村
雅
彦
新
司
祭
、
片
岡
義

博
新
司
祭
、
小
牧
教
会
主
任

平
田
政
信
神
父
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
一
粒
会
会
員
、
地
元
小

牧
教
会
の
信
徒（
ボ
リ
ビ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
、
ペ

ル
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト

ナ
ム
な
ど
多
国
籍
）
な
ど
、

合
わ
せ
て
150
人
を
超
え
る

人
々
で
狭
い
小
牧
教
会
が
膨

れ
上
が
っ
た
。

講
演
「
主
の
呼
ぶ
声
に
従

い
」
で
は
、
金
沢
に
生
ま
れ

育
っ
た
北
村
神
父
が
、
寅
さ

ん
さ
な
が
ら
の
数
奇
な
遍
歴

を
経
て
主
の
呼
ぶ
声
に
気
づ

き
、
従
い
、
司
祭
と
な
ら
れ

た
い
き
さ
つ
を
、
何
度
も
会

場
の
爆
笑
に
遮
ら
れ
な
が
ら

話
さ
れ
た
。

型
に
は
ま
る
こ
と
な
く
、

押
し
付
け
で
な
く
、
身
近
で

で
き
る
こ
と
、
相
手
の
求
め

る
も
の
を
尊
重
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
説
き
、
自
ら
も
こ

れ
を
信
条
と
し
て
生
き
て
い

く
こ
と
を
、
新
任
の
抱
負
と

し
て
語
っ
た
。

最
後
は
質
問
に
答
え
て
、

人
々
が
集
う
こ
と
の
大
切
さ

を
説
き
、「
そ
の
た
め
に
今

日
の
で
き
ご
と
を
３
人
の
方

に
話
し
て
く
だ
さ
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

講
演
後
の
ミ
サ
は
、
司
教

の
「
互
い
に
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
ま
し
ょ
う
」
の
呼
び
か

け
か
ら
始
ま
っ
た
。
マ
ル
コ

福
音
書
に
よ
る
死
か
ら
よ
み

が
え
っ
た
少
女
の
奇
跡
が

テ
ー
マ
の
説
教
で
は
、
奇
跡

と
神
の
偉
大
さ
に
感
動
す
る

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の

よ
う
な
偉
大
な
存
在
と
今
、

共
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

さ
ら
な
る
信
仰
へ
進
む
よ

う
、
司
教
自
身
の
体
験
を
通

し
て
諭
さ
れ
た
。

松
浦
司
教
は
ま
た
、今
年
、

一
粒
会
が
支
え
る
べ
き
神
学

生
が
途
絶
え
た
こ
と
に
つ
い

て
、
次
の
候
補
者
は
こ
こ
に

い
る
皆
が
送
り
出
す
も
の
で

あ
り
、
熟
成
を
待
ち
、
育
て

て
い
る
時
期
で
も
あ
る
と
激

励
し
た
。
近
く
緑
ヶ
丘
教
会

で
助
祭
叙
階
を
受
け
る
こ
と

を
紹
介
さ
れ
た
増
田
健
さ
ん

は
日
本
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
で

抱
負
を
述
べ
た
。
す
る
と
会

場
か
ら
は
大
き
な
エ
ー
ル
が

巻
き
起
こ
っ
た
。

最
後
に
、
小
牧
教
会
中
南

米
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ケ
ー
キ

と
軽
食
、
小
牧
名
物
「
し
る

こ
サ
ン
ド
」（
工
場
が
小
牧

市
に
あ
る
！
）
な
ど
を
つ
ま

み
な
が
ら
の
懇
親
会
が
あ

小
牧
教
会
で
「
東
海
地
区
一
粒
会
の
集
い
」
を
開
く

北
村
雅
彦
神
父
の
講
演「
主
の
呼
ぶ
声
に
従
い
」

《 名古屋一日静修 》
カルメルの霊性を生きる
―アビラの聖テレジア―

日　時　9月19日（土）
　　　　「生きることと祈ること」
　　　　11月23日（月）
　　　　「念祷の祈りとは？」
　　　　12月23日（水）
　　　　「自分を知ること」　　　＊午前10時～午後4時＊
場　所　カトリック日比野教会　信徒会館
　　　　（地下鉄・名城線日比野駅下車　徒歩約5分）
指導司祭　九里 彰 神父　　参加費　1,000円
持ち物　聖書、ロザリオ、筆記用具、お弁当
主なプログラム　講話、念祷、ゆるしの秘跡、面接など。
　　　　途中に昼食、最後に茶話会あり。
申し込み　下記いずれかの方法でお申込み下さい。
　　　　FAX／0568-62-5167
　　　　mail ／ seisyuu_2015@yahoo.co.jp
　　　　ハガキ／〒484-0076 犬山市橋爪一丁田1-26
　　　　　　　　「名古屋一日靜修」係り

り
、
司
教
、
司
祭
を
囲
ん
で

記
念
写
真
を
撮
る
グ
ル
ー
プ

も
あ
る
な
ど
、
に
ぎ
や
か
に

集
い
を
終
え
た
。

�

（
小
牧
教
会　

有
泉
湧
二
）
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名
古
屋
教
区
年
間
テ
ー
マ

二
人
ま
た
は
三
人
が
わ
た
し
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、

　
　
　
　
　
わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
の
で
あ
る

名古屋教区一般会計報告

2014年度収支決算書の要約
2014年 ４ 月 １ 日から2015年 ３ 月31日まで

（単位：円）

2015年度収支予算書の要約
2015年 ４ 月 １ 日から2016年 ３ 月31日まで

（単位：円）

収入の部
本部維持献金 26,642,459
その他献金・寄付金 140,518
幼稚園連盟・修道会分担金 4,143,000
雑　収　入 17,959
繰入金収入 6,200,000
　当期収入合計（A） 37,143,936
　前期繰越収支差額 1,409,934
　収　入　合　計（B） 38,553,870
支出の部
活動費管理費 28,004,632
人　件　費 11,515,427
儀典集会費 146,534
研　修　費 93,561
図書印刷費 262,388
分　担　金 8,730,000
寄　付　金 0
その他活動費 259,656
修　繕　費 43,092
賃　借　料 2,277,828
会　議　費 112,068
慶弔渉外費 200,000
旅費交通費 280,540
通信運搬費 549,691
備品・消耗品費 186,856
水道光熱費 310,366
保　険　料 248,620
その他管理費 2,788,005

教区センター・福信館助成金支出 7,987,768
宣教司牧評議会 2,416,165

－
　当期支出合計　　　　 （C） 38,408,565
　当期収支差額　　 （A）－（C） △　1,264,629
　次期繰越収支差額（B）－（C） 145,305

収入の部
本部維持献金 24,900,000
その他献金・寄付金 100,000
幼稚園連盟・修道会分担金 4,000,000
雑　収　入 1,000
繰入金収入 16,500,000
　当期収入合計（A） 45,501,000
　前期繰越収支差額 141,500
　収　入　合　計（B） 45,642,500
支出の部
活動費管理費 38,927,500
人　件　費 16,477,500
儀典集会費＊1 5,340,000
研　修　費 50,000
図書印刷費 300,000
分　担　金＊2 8,720,000
寄　付　金 100,000
その他活動費 250,000
修　繕　費 100,000
賃　借　料 2,700,000
会　議　費 200,000
慶弔渉外費 300,000
旅費交通費 280,000
通信運搬費 650,000
備品・消耗品費 200,000
水道光熱費 380,000
保　険　料 50,000
その他管理費 2,830,000

教区センター・福信館助成金支出 3,215,000
宣教司牧評議会 2,000,000
予　備　費 1,500,000
　当期支出合計　　　　 （C） 45,642,500
　当期収支差額　　 （A）－（C） △　141,500
　次期繰越収支差額（B）－（C） 0
＊1 司教着座式関係費等
＊2 カトリック中央協議会分担金　2,620,000円
　  日本カトリック神学院分担金　6,100,000円

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

予算と決算について　　カトリック名古屋教区の会計
年度は4月1日から翌3月31日までの1年間です。名古屋
教区の法人規則では、予算は毎会計年度開始1ヶ月前
までに評議員会の同意および責任役員会の議決を経
て編成されます。しかし、次年度の予算を決定する3
月の時点ではまだ前年度の決算が確定していませんの
で、仮決算に基づいて予算編成が行われています。そ
の結果、本決算が確定した時に、前期繰越金に差異が
生じていますが、年度末に臨時の役員会と評議員会を
開催して補正を行っております。従いまして、教区
ニュースの紙面で決算報告を行う時点では補正をする
前の数字で行っていることをご理解下さい。

収入の部　　一般会計の収入の殆どは、全小教区から
のミサ献金、維持費献金の11％からなる本部維持献金
（その内の1％は宣教司牧評議会の予算に繰り入れられ
ています）と、カトリック名古屋教区幼稚園連盟と修
道会からの献金で賄われています。2014年度は前期繰
越金を含め38,553,870円となりました。

支出の部　　一般会計の支出の主なものは、名古屋教
区が教会法上の教区本部と宗教法人としての機能を果
たしていく上で必要な本部事務局の職員の人件費その
施設の維持管理費に使われています。その他に今後は
福信館、教区センターの維持管理費等も必要となって
きます。

繰入金について　　収入の欄にある「繰入金」とは、
一般積立金を取り崩して一般会計に充当するもので
す。2014年度は、教区センターの修繕がありましたの
で、一般積立金の取り崩しは6,200,000円となりました。
今後も教区センター、福信館などの修繕積み立ての引
当金がないため、その都度修理費相当分を一般積立か
ら取り崩し一般会計に繰り入れることが必要となって
きます。また、日本カトリック神学院分担金が増加す
ることが予測されています。

2015年度予算について　　2015年度の予算は先の明
るさの見えない世界の経済情勢を反映して厳しい編成
となっています。支出の部における人件費は本部事務
局のもので、小教区を担当している司祭の人件費は含
まれていません。教区司祭の人件費は担当小教区に本
部維持費11％に35％を上乗せして負担していただいて
おります。また、宣教会、修道会が担当している小教
区はその小教区よりその本部へ別途納付されて賄われ
ております。
　経済状況が逼

ひっ

迫
ぱく

する中での献金のご協力に、改めて
感謝申し上げますと共に、信徒の皆様の使徒職の上に
神様の祝福をお祈り申し上げます。
� （名古屋教区会計担当　平田豊彦）
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2014年度　各小教区諸献金・本部納付金一覧表
（単位：円）

教会・施設名 広報の日 聖ペトロ 聖地献金 難民移住移動 世界宣教 司祭育成 児童福祉 四旬節 新教会建設 諸献金合計 本部維持費 宣司評献金

熱田教会 16,763 37,893 40,647 24,400 21,620 25,142 45,787 71,193 32,420 408,849 481,320 48,132

恵方町教会 ――　　 3,100 8,000 5,600 6,000 5,000 9,000 32,560 10,650 85,510 331,027 33,103

押切教会 1,900 1,420 1,000 2,400 ――　　 ――　　 1,500 4,346 2,200 17,166 210,339 21,034

五反城教会 12,800 13,830 10,780 8,885 12,125 15,551 17,620 21,700 32,983 182,692 589,936 58,994

城北橋教会 5,375 10,500 22,805 8,680 10,300 11,954 11,702 52,810 27,550 271,434 851,039 85,104

膳棚教会 15,198 14,810 12,000 18,500 13,310 13,400 24,420 74,549 17,458 277,544 275,745 27,575

主税町教会 5,000 10,000 ――　　 2,470 5,100 ――　　 ――　　 25,000 28,000 122,040 270,676 27,068

鳴海教会 7,435 7,962 13,261 12,398 5,727 6,300 7,225 22,585 3,120 98,411 486,596 48,660

南山教会 42,000 64,576 63,710 57,278 66,000 80,237 112,434 399,256 186,084 1,128,853 2,583,137 258,314

布池教会 125,858 164,452 74,603 163,058 135,164 146,796 177,222 82,640 65,479 1,298,330 1,897,888 189,789

東山教会 32,037 22,347 19,453 23,232 27,863 25,798 41,500 18,456 23,156 290,985 674,934 67,493

日比野教会 18,000 26,650 10,370 20,570 32,360 30,260 37,200 28,140 31,000 282,360 354,088 35,410

緑ケ丘教会 12,230 7,420 18,870 21,630 9,580 6,720 10,000 ――　　 5,920 114,000 226,699 22,670

港教会 24,654 21,743 25,928 25,000 20,145 19,408 25,000 21,834 23,335 232,047 698,451 69,845

名東教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 1,500 3,000 ――　　 4,500 89,164 8,916

守山教会 6,565 11,474 5,228 11,890 6,815 5,450 6,500 45,221 6,700 117,733 151,753 15,175

八熊教会 ――　　 10,000 10,000 14,072 ――　　 17,055 16,434 31,548 36,450 169,731 159,754 15,975

安城教会 14,000 14,000 18,000 14,000 14,500 15,500 15,000 35,000 25,000 211,000 525,829 52,583

一宮教会 43,373 33,963 31,042 63,609 42,633 56,116 61,606 147,561 199,750 922,275 1,088,864 108,886

稲沢教会 2,300 4,200 10,000 3,880 2,550 3,185 3,125 10,330 10,000 65,317 115,619 11,562

津島教会 3,290 ――　　 5,795 3,070 3,841 3,470 4,240 5,100 6,033 44,059 93,777 9,378

岡崎教会 19,245 13,400 32,560 ――　　 44,850 15,450 34,268 50,819 110,600 365,592 669,214 66,921

春日井教会 25,000 30,000 ――　　 33,000 33,000 33,000 15,000 25,000 20,000 247,000 458,029 45,803

刈谷教会 5,460 7,300 18,800 5,180 7,500 7,400 30,000 30,000 ――　　 135,120 574,909 57,491

高蔵寺教会 12,300 12,100 4,000 9,812 5,453 7,510 12,670 73,310 20,000 196,667 317,497 31,750

江南教会 10,000 11,920 10,800 12,022 11,110 19,300 13,714 ――　　 31,816 185,658 324,618 32,462

小牧教会 16,200 19,732 19,355 19,142 9,733 17,910 23,180 29,000 37,634 243,128 332,035 33,204

聖心教会 34,000 34,000 20,000 42,000 42,000 42,000 53,000 65,000 39,000 463,000 713,967 71,397

瀬戸教会 17,892 37,627 15,828 41,022 54,154 24,259 35,798 23,930 73,773 405,798 589,174 58,917

東海教会 7,776 10,555 9,874 13,378 10,480 3,793 17,511 100,481 11,000 272,053 325,549 32,555

豊橋教会 30,000 40,000 25,000 30,000 30,000 39,000 37,000 66,000 28,000 391,000 768,300 76,830

長浦教会 6,250 3,972 5,000 8,167 5,651 4,610 5,100 22,031 6,212 75,160 175,343 17,534

半田教会 2,500 5,000 5,050 3,350 3,900 5,750 4,015 54,379 2,500 94,605 315,665 31,566

平針教会 23,415 23,447 ――　　 22,114 22,921 22,091 22,764 33,653 ――　　 211,819 639,990 63,999

大垣教会 8,910 5,920 17,170 6,730 5,218 5,320 8,086 15,551 13,350 97,485 396,845 39,684

岐阜教会 32,700 44,300 48,680 32,000 41,220 24,500 35,500 131,000 50,000 696,900 723,734 72,373

各務原教会 8,963 9,346 8,000 10,000 10,081 10,371 20,508 30,000 10,000 192,269 196,903 19,680

多治見教会 2,214 5,220 6,076 5,000 5,000 3,777 21,037 60,285 2,100 158,797 954,459 95,446

瑞浪教会 ――　　 5,000 ――　　 5,000 5,000 5,000 5,000 16,000 3,000 63,806 137,284 13,728

美濃加茂教会 4,050 4,100 9,500 7,800 13,450 11,000 17,410 30,200 11,000 124,030 375,658 37,566

金沢教会 71,275 70,814 12,551 72,735 57,489 58,577 64,327 38,040 92,696 679,904 1,389,850 138,985

小松教会 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 ――　　 50,000 122,600 12,260

七尾教会 ――　　 ――　　 2,000 ――　　 ――　　 ――　　 5,300 29,036 ――　　 57,756 69,190 6,919

三馬教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 5,775 ――　　 ――　　 33,183 224,381 22,438

松任教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 0 9,379 938

輪島教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 0 18,247 1,825

敦賀教会 5,320 5,070 4,400 5,000 4,720 4,520 5,200 16,080 5,000 76,310 249,634 24,963

小浜教会 1,000 0 ――　　 1,300 852 ――　　 1,600 ――　　 ――　　 6,052 14,740 1,474

福井、大野教会 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 15,500 32,500 27,000 198,900 341,352 34,135

鯖江教会 5,000 5,000 ――　　 5,000 5,000 5,000 5,000 117,666 5,000 275,393 204,185 20,419

魚津教会 1,700 5,000 1,800 1,450 1,650 2,200 2,000 21,409 4,300 68,859 134,279 13,428

小矢部教会 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 ――　　 0 81,223 8,122

高岡教会 7,150 11,000 13,200 6,250 7,760 4,850 7,070 12,000 ――　　 106,030 156,868 15,687

富山教会 92,995 40,057 18,850 30,736 18,723 26,450 32,821 ――　　 ――　　 387,899 0 0

その他 15,000 15,000 ――　　 15,000 15,000 15,901 800,199 326,770 ――　　 1,514,871 0 0

計 870,093 970,220 724,986 962,810 922,548 921,881 1,990,368 2,587,969 1,377,269 14,419,880 24,161,736 2,416,165

※「その他」とは小教区以外の学校、幼稚園、修道会・宣教会からの献金です。
※この表は2014年4月1日から2015年3月31日までに各小教区から教区本部に着金した金額を記載したものです。
※四旬節献金など会計年度をまたがって教区本部に入金された場合には二年度分記載されることもあります。
※富山教会は、本部維持費・宣司評献金2013年度に納入済み。
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第
15
回
を
迎
え
た
ブ
ラ
ジ

ル
の
お
祭
り
で
あ
る
フ
ェ
ス

タ
・
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
は
５
月
17

日
、
豊
橋
市
役
所
に
隣
接
す

る
吉
田
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
と
ス
ペ
イ
ン
人
が

ブ
ラ
ジ
ル
に
持
っ
て
来
た
も

の
で
、
豊
か
な
刈
り
入
れ
を

神
様
に
感
謝
す
る
６
月
に
行

う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

6
月
の
聖
人
た
ち
、
聖

ア
ン
ト
ニ
オ
（
13
日
）、
聖

ヨ
ハ
ネ
（
24
日
）、
聖
ペ
ト

ロ
（
29
日
）
を
お
祝
い
す
る

こ
と
も
兼
ね
て
い
ま
す
。
豊

橋
で
は
２
０
０
１
年
に
初
め

て
、
豊
橋
教
会
の
駐
車
場
で

行
わ
れ
、
そ
の
時
は
500
人
く

ら
い
の
参
加
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
年
々
規
模
も
大
き
く
な

り
、
今
年
は
８
０
０
０
人
く

ら
い
が
集
い
、
郷
土
料
理
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
パ
ス
テ
ィ

ス
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ベ

ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ペ

ル
ー
、
日
本
か
ら
も
料
理
が

提
供
さ
れ
、
今
年
は
初
め
て

大
垣
教
会
か
ら
も
大
勢
の
参

加
が
あ
り
、
い
ろ
ん
な
所
で

行
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、ゲ
ー
ム
あ
り
、

踊
り
あ
り
、
桜
ケ
丘
高
校
の

和
太
鼓
あ
り
、
一
日
中
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
昨
年
は
伝
統

的
な
踊
り
が
あ
っ
た
が
、
今

年
は
無
か
っ
た
の
で
残
念
で

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
少

し
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
と

地
方
の
習
慣
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
多
文
化
の
交
流
と
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
動
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
活
動
を
続
け
ま
す
。

収
益
金
の
ほ
と
ん
ど
は
教
会

に
寄
付
さ
れ
、
ネ
パ
ー
ル
地

震
の
義
援
金
と
し
て
カ
リ
タ

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
へ
も
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

（
豊
橋
教
会　

文
責　

貞
島
）

第
15
回
フ
ェ
ス
タ
・
ジ
ュ
ニ
ー
ナ

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区

正
義
と
平
和
委
員
会
（
竹
谷

基
委
員
長
）
は
、
正
義
と
平

和
や
人
権
を
守
る
た
め
に
貢

献
し
た
個
人
や
団
体
を
顕
彰

す
る
第
９
回
「
ア
ロ
イ
ジ
オ

賞
」
表
彰
式
を
６
月
20
日
布

池
教
会
小
聖
堂
で
行
っ
た
。

今
回
は
６
件
の
応
募
が
有

り
、
熟
慮
を
重
ね
た
審
査
の

結
果
、『
音
訳
グ
ル
ー
プ
あ

け
ぼ
の
会
』
を
第
９
回
ア
ロ

イ
ジ
オ
賞
受
賞
者
と
決
定
し

た
。表

彰
式
に
先
立
ち
、
故
ア

ロ
イ
ジ
オ
司
教
の
追
悼
ミ
サ

が
捧
げ
ら
れ
た
。
竹
谷
委
員

長
は
「
人
間
は
神
の
前
で
は

自
由
と
平
等
で
あ
る
」
と
強

調
し
た
。

続
い
て
表
彰
式
に
移
り
、

表
彰
状
と
記
念
品
が
あ
け
ぼ

の
会
代
表
者
に
贈
呈
さ
れ

た
。受

賞
者
代
表
の
加
藤
聖
子

さ
ん
は
、「
ア
ロ
イ
ジ
オ
賞

を
受
賞
で
き
て
、
会
員
全
員

が
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
40

年
間
も
続
い
て
き
た
あ
け
ぼ

の
会
、
こ
れ
か
ら
も
、
声
の

広
報
を
中
心
に
が
ん
ば
っ
て

ま
い
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
た
。

会
場
を
移
し
布
池
信
徒
会

館
ロ
ビ
ー
で
茶
話
会
も
開
か

れ
た
。

ア
ロ
イ
ジ
オ
賞
は
、
故
ア

ロ
イ
ジ
オ
相
馬
信
夫
司
教
の

遺
志
を
継
い
で
、
愛
知
、
岐

阜
、
福
井
、
石
川
、
富
山
の

５
県
に
わ
た
る
カ
ト
リ
ッ
ク

名
古
屋
教
区
内
に
お
い
て
、

生
命
と
人
権
を
守
っ
て
草
の

根
的
活
動
を
地
道
に
長
く
続

け
て
い
る
個
人
・
団
体
を
応

援
し
、
内
外
に
紹
介
す
る
た

め
に
、
２
０
０
５
年
10
月
６

日
、
創
設
さ
れ
、
２
０
０
６

年
度
か
ら
毎
年
表
彰
し
て
き

た
。

第
９
回
ア
ロ
イ
ジ
オ
賞
に

�

「
音
訳
グ
ル
ー
プ
あ
け
ぼ
の
会
」

豊
橋
教
会

東日本大震災・災害支援金の報告
社会福祉委員会

発災時より社会福祉委員会へ振込まれた支援金の会計報告
（1）会計報告� （2011.3.7～2015.7.13）
 （収入）小教区からの支援金総額� ２２，４６９，０６０　
 （支出）カリタスジャパンへ振込� ９，５００，０００　
 　さいたま教区へ振込� １，０００，０００　
 　オールジャパン会議交通費� １２３，６２０　
 ＊大阪教会管区大船渡プロジェクト支援� ９，５８５，７７４　
 　大船渡ベースへ車いす4台寄贈� １２３，２００　
 　大船渡ベースへ（デジタル）ピアノ寄贈� ５８，８００　
 　ボランティア交通費補助� ４３１，１５０　
 　　　　支援金残高� １，６４６，５１６円

（2�）前月報告（2015.6.8）から2015.7.13までに寄せられた
募金の件数と金額

　　　４件　２１８，１０４円　（振込手数料引去後の金額）
　ご協力いただいた方々（個人・団体・敬称略）
　　　金沢教会　２件　　高蔵寺教会　　渡嘉敷成子

（3）支援ボランティア状況
　　大船渡ベースへ 2名　 期間　6/25～7/2� 感謝 !!

（4）支援金振込先
　郵便振替用紙にて
　　口座番号　００８８０－６－１６２８
　　名義　　　カトリック名古屋教区社会福祉委員会
� 「東日本大震災・災害支援金」と記入願います

★�名古屋教区は「カリタス大船渡ベース・地ノ森い
こいの家」とNPO法人「障がい者自立センターか
まいし」を応援しています。皆様から寄せられた
支援金は大阪教会管区大船渡プロジェクト支援に
送金する事により、カリタス大船渡ベースの運営
ために使用されています。

★�ボランティアに関するお問合せは下記までお尋ね
下さい。
　　社会福祉委員会（担当：村上）
　　電話 052-852-1426　FAX 052-852-1422

三
位
一
体
主
日
の
５
月
31

日
、
恵
方
町
教
会
で
は
久
し

ぶ
り
に
４
人
の
青
年
男
女

の
洗
礼
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
一
人
は
日
本
人
、
他
は

ベ
ト
ナ
ム
人
の
男
性
一
人
と

女
性
二
人
の
若
々
し
い
若
者

た
ち
。
日
本
人
の
男
性
は
仕

事
で
ベ
ト
ナ
ム
に
行
っ
た
と

き
、
ル
ー
ル
を
守
る
親
切
な

人
た
ち
に
出
会
い
、
彼
ら
が

キ
リ
ス
ト
信
者
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、
そ
れ
で
キ
リ
ス
ト

教
に
関
心
を
も
っ
た
よ
う
で

す
。外

国
で
キ
リ
ス
ト
教
に
ふ

れ
て
興
味
を
持
ち
、
帰
国
し

て
洗
礼
を
受
け
る
人
が
と
き

ど
き
い
ま
す
が
、
彼
も
そ
の

一
人
で
す
。
幸
い
人
生
の
伴

侶
と
な
る
人
も
ベ
ト
ナ
ム
で

出
会
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒

の
女
性
で
、
近
く
ベ
ト
ナ
ム

に
行
く
予
定
で
す
。

恵
方
町
教
会
は
ベ
ト
ナ
ム

出
身
の
大
海
明
敏
神
父
が
司

牧
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の

若
者
が
訪
ね
て
き
ま
す
。
日

曜
日
の
ミ
サ
に
は
30
人
近
く

が
参
加
し
、
多
く
は
信
徒
で

す
が
、
な
か
に
は
信
徒
で
な

い
方
も
い
ま
す
。
彼
ら
の
中

に
は
異
国
で
知
り
合
っ
た
同

郷
の
青
年
た
ち
の
影
響
で
教

会
を
訪
れ
る
人
も
い
る
そ
う

で
す
。

日
本
人
の
若
者
が
海
外
で

集
ま
る
時
、
何
を
中
心
に
し

て
集
ま
る
で
し
ょ
う
か
、
趣

味
？　

仕
事
？　

し
か
し
、

異
国
で
知
ら
な
い
者
同
士
が

信
仰
を
中
心
に
し
て
集
ま
る

と
い
う
こ
と
は
、
宗
教
に
重

き
を
置
か
な
い
日
本
人
に

と
っ
て
奇
異
に
映
り
、一
方
、

信
徒
に
と
っ
て
は
う
ら
や
ま

し
い
限
り
で
す
。

彼
ら
は
期
限
付
き
の
研
修

生
、
留
学
、
仕
事
と
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら

も
、
教
会
共
同
体
の
一
員
と

し
て
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
日
洗
礼
を
受
け
た
女

性
が
、
少
し
ぎ
こ
ち
な
い
が

そ
れ
で
も
と
て
も
丁
寧
に
感

謝
の
あ
い
さ
つ
を
日
本
語
で

述
べ
ま
し
た
。
日
本
人
の
青

年
は
こ
れ
か
ら
新
し
い
生
活

を
ベ
ト
ナ
ム
で
始
め
る
た
め

に
渡
越
し
ま
す
。
日
本
で
働

き
続
け
る
３
人
の
青
年
男
女

に
は
、
共
に
異
国
に
住
み
な

が
ら
も
同
じ
信
仰
に
結
ば
れ

た
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
神
の
恵
み
と
祝
福

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。式

の
後
で
は
、
信
徒
た
ち

が
お
祝
い
の
た
め
に
持
ち

寄
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
も

振
る
舞
わ
れ
、
大
き
な
喜
び

の
う
ち
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

嬉
し
い
洗
礼
式

�

恵
方
町
教
会

五
月
晴
れ
の
中
、
恒
例
の

春
の
聖
書
展
が「
家
族
の
絆
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。講

演
会
で
は
神
言
会
司
祭 

マ
イ
ケ
ル・シ
ー
ゲ
ル
師
が
、

「
個
人
、
家
族
、
社
会
―
人

間
の
尊
重
を
基
盤
に
し
た
自

律
と
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
話
さ
れ
た
。

初
め
に
、
３
つ
の
例
題
―

①
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
土
壌

劣
化
・
外
来
種
・
塩
害
問
題
、

②
非
暴
力
平
和
隊
、
③
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
の
自
助
団
体

―
か
ら
見
出
さ
れ
る
共
通
点

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
言

わ
れ
た
。

主
導
権
は
当
事
者
に
あ

り
、
根
本
的
に
は
自
律
で
あ

る
。
そ
れ
は
個
人
で
あ
れ
、

地
域
共
同
体
で
あ
れ
、
小
グ

ル
ー
プ
で
あ
っ
て
も
同
様
で

あ
る
。
し
か
し
、
自
力
だ
け

で
は
無
理
で
、
他
者
と
の
つ

な
が
り
は
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
。
け
れ
ど
も
、
他
者
の

手
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
当
事
者
の
自
主
性
や
自

律
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
連

携
を
取
り
、
経
過
を
見
て
い

く
こ
と
で
あ
る
と
。

ど
の
例
も
、
当
事
者
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
行
き
詰

ま
り
、
困
惑
し
て
い
っ
た
。

そ
の
中
で
で
き
る
こ
と
は
と

探
り
始
め
る
。
そ
の
当
事
者

た
ち
が
語
る
こ
と
の
で
き
る

場
を
作
り
、
そ
し
て
、
一
人

で
は
可
能
で
な
い
こ
と
が
手

助
け
し
て
も
ら
え
る
援
助
者

と
の
出
会
い
と
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
可
能
に
な
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
人
と
し
て
の
根

源
、
神
が
創
造
さ
れ
た
―
人

間
の
尊
厳
―
に
基
づ
く
。「
神

は
す
べ
て
の
も
の
を
良
し
と

さ
れ
」、「
人
は
独
り
で
い
る

の
は
良
く
な
い
」
と
聖
書
は

教
え
て
く
れ
て
い
る
。
神
の

似
姿
に
造
ら
れ
た
人
間
も
つ

な
が
り
合
う
も
の
に
な
っ
て

は
じ
め
て
成
功
に
結
び
つ

く
。も

う
一
つ
の
視
点
は
補
完

性
の
原
理
で
あ
る
。
こ
れ
も

個
人
や
小
さ
い
集
団
が
そ
の

役
割
を
地
域
共
同
体
や
大
き

い
集
団
か
ら
援
助
と
補
い
を

受
け
な
が
ら
、
自
ら
が
積
極

的
に
前
進
し
て
い
く
も
の

で
、
主
体
性
を
損
な
わ
な
い

で
周
り
と
の
絆
を
深
め
、
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る

と
話
さ
れ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
沖
縄
基

地
の
問
題
に
わ
た
し
た
ち
が

ど
う
関
わ
る
べ
き
か
な
ど
の

質
問
も
あ
り
、
聴
講
者
の
関

心
は
大
き
く
見
え
た
。
ア
メ

リ
カ
の
意
図
に
つ
い
て
の
講

師
の
考
察
な
ど
に
聴
講
者
は

深
く
聴
き
入
っ
て
い
た
。
貴

重
な
講
演
で
あ
っ
た
。

第
76
回
聖
霊
病
院 

　
春
の
聖
書
展

カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
事
業
室

新刊書のご案内

『�キリスト教とは何か②�
―救われるのは誰か』

� 粕谷甲一 著　1,296円（税込） 
女子パウロ会 刊

　5月に出版された「キリスト教と
は何か」シリーズの2冊目である。
　内容はとても分かりやすい。ふつう深淵なことを身近な例を取り
ながら、くだけて説明しようとすると内容が行き届かず浅くなりが
ちだが、本書はきめ細やかな深い洞察が繰り広げられているし、取
りあげられている事例も非常に広範囲に豊かで、その引き合わせ方
の的確さに驚きつつ引き込まれ、どんどん読んで行ってしまう。
　複雑にシステム化された社会の中で、経済優先の価値観に絞り
込まれ、信仰の危機にある今を生きるにあたり、また宗教につい
てさまざまな質問に応じていくためにも、ぜひ手元に置いてたび
たびひもとかれるようお勧めしたい1冊である。



（ 7 ）	 ２ ０ 1 5 年 8 月 2 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 3 4 9 号）

二
〇
一
五
年

　
名
古
屋
教
区
年
間
テ
ー
マ

二
人
ま
た
は
三
人
が
わ
た
し
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、

　
　
　
　
　
わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
の
で
あ
る

バザー日程をお知らせ下さい
　９月から11月頃にバザーを計画される小教区

及び委員会等は開催日時を葉書等でお知らせ下

さい。教区ニュース10月号に掲載し紹介します。

原稿の締め切りは９月10日必着です。

名古屋オルガンの秋2015
Et in Terra Pax［そして地には平和］
会　場　カトリック五反城教会
　　　　名古屋市中村区二瀬町27
　　　　☎052-412-3456

○10月18日（日）15：30
　パイプオルガンコンサート
　Dona nobis pacem［我らに平安を与え給え］
　�J・アラン・イスラエル典礼暦、J・ラングレィ
PAX（平和）、他

　オルガン：吉田　文

○11月3日（火・祝）15：30
　パイプオルガンコンサート
　�ベルリン・聖ヘドヴィッヒ大聖堂オルガニス
トを迎えて

　�オルガン：フローリアン・ヴィルケス、
　　　　　　安保恵美（Sop）
　�J. S. バッハの作品、メシアン 主の昇天より、他

○�上記コンサートは入場無料。なお各催しの後
に「名古屋オルガンの秋」実行のための任意
の寄附をお願いします。

○オルガンの秋HPは、http//organaki.exblog.jp

脱原発
原発の現場で語り合う

大飯・高浜原発の再稼働差止判決の意義
　福井県小浜市の明通寺を訪問し、中嶌哲演さん
のお話を聞く会を企画しました。ご参加ください。
日　時　8月22日（土）午前8時30分出発　夕方帰着。
集　合　布池教会前で集合、解散となります。
交　通　マイクロバス「瀬戸9条カー」1台。
場　所　福井県小浜市門前5-22　明通寺
参加費　5,000円程度
申込み　福信館　FAX 052-935-7195
　　　　参加申し込み期限は7月24日まで。
主　催　カトリック名古屋教区正義と平和委員会

沖縄における日本国憲法
小林　武教授を囲む学習会

　小林武教授は2011年3月に愛知大学を定年退職後
沖縄に移住。基地問題をはじめ平和と人権の憲法
問題に携わっています。
日　時　9月8日（火）18：00～20：30
場　所　福信館 名古屋市東区葵2-6-29
資料代　500円
問合せ　福信館　FAX 052-935-7195
主　催　�カトリック名古屋教区正義と平和委員会

日本カトリック平和旬間�
（8月6日～8月15日）
第7回　平和祈念の集い
広島・長崎終戦の回想

　戦後70年、日本は今、戦争再発の危機に直面してい
ます。2発の原子爆弾で壊滅した都市、広島と長崎の惨
禍を二度と繰り返さないと言う願いから、世界に向け
て誓った「戦争の放棄」（憲法9条）によって、平和を
構築すると言う信条が変えられようとしています。
　今年は松浦悟郎司教様の講話があります。松浦司教
は平和を願い戦争放棄をうたった日本の憲法を守り、
その精神を広めようと全国各地に有志による「ピース
9」のグループ作りを積極的に押しすすめられてこられ
ました。尚、今年度の「朗読」は長崎で被爆した純心
女子学園の人々（生徒）の記録です。

記
日　時　8月9日（日）午後1時～3時� 開場は12時30分
場　所　カトリック南山教会・マリア館ホール
内　容　�聖歌、聖書朗読、朗読、平和を求める祈り、

派遣の祝福。
講　話　「平和をつなぐ―今激動する世の中で」
講　師　松浦悟郎司教　
主　催　カトリック南山教会有志　代表　井爪謙治
連　絡　☎・FAX 052-831-7719

名古屋教区一粒会北陸地区の�
集いのお知らせ

4月18日に新司祭に叙階された�
片岡義博神父による講演

日　時　8月30日（日）　14時～16時30分
場　所　カトリック三馬教会
　　　　金沢市三馬3-324　☎076-244-7788
講　演　「誰がその人の隣人になったと思うか」
講　師　片岡義博神父（一宮教会）
　　　　講演後に司教ミサが行われます。
主　催　名古屋教区一粒会
問合せ　☎0561-54-9754　西村由美子

TOMO NO KAI（共の会）
 CONSULTATINO & Telephone Service
Monday to Friday：10：00 am～16：30 pm
460-0002 Mikokoro Nagoya-shi Naka-ku 
Marunouchi 3-6-43
Tel ０５２－９５３－９４８０
WHY NOT CONSULT?
-	Information for marrying Japanese and Visa 
procedure
-	Consultation for medical treatment
-	Counseling for family and daily life.
-	Interpreting over the phone (Hospital, Offices, 
etc.)
-	Support for family and children being deported.
   • ‌�Languages available: Japanese, English, 
Tagalog, Spanish, Portuguese, etc. (for your need)
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カノッサ会のYouth Day in 九州
～信徒発見150年　私は何を見つける～

参加ご希望の方は小教区に配布済みのポスターをご覧
になり必要事項をご記入の上、申込先まで連絡ください。

新刊書のご案内

『YOUCAT―堅信の秘跡』

　本書は青年向けカテキズム『YOUCAT』
の姉妹編です。堅信に向けて勉強を始める
若者たちへの最良のガイドブックとなって
います。平易な表現の文章に個性的なイラ
ストや美しい写真が多数添えられ、目でも楽しみつつ学べる
テキストです。個人での読書はもちろんのこと、講座などで
幅広くお使いいただけます。
編　集　ベルンハルト・モイザー／ニルス・ベール
翻　訳　カトリック中央協議会事務局
監　修　日本カトリック司教協議会　聖書・教理部門
定　価　本体900円＋税8％
問合せ　カトリック中央協議会
　　　　〒135-8585 東京都江東区潮見2-10-10
　　　　☎03-5632-4429／FAX 03-5632-4456

名古屋教区典礼委員会からのご案内

第42回典礼研修会
テーマ　「マラナタ―待降節・降誕節の典礼―」
講　師　典礼委員会委員長
　　　　ブレンダン・ケレハ師（神言修道会）
日　時　10月12日（月・祝）
　　　　10：00～16：00（9：30受付、15：30よりミサ）
会　場　南山教会マリア館
参加費　500円
持ち物　�聖書、「信仰に生きる―典礼暦に沿って　聖書講

座シリーズ12」京都司教区聖書委員会企画・編集
（サンパウロ）、「キリストの神秘を祝う―典礼暦
年の霊性と信心」（日本カトリック典礼委員会・
編）、お弁当

　　　　※�「信仰に生きる」及び「キリストの神秘を祝う」
については会場でも販売します。

申込〆切　10月3日（土）

日本讃美歌学会中部支部　秋の公開講演会プレイベント
賛美の夕べ　～みんなで歌おう～

日本讃美歌学会中部支部では、アンスガー・フランツ氏（ドイツの典礼
学者・カトリック聖歌集編纂アドバイザー）を招いてドイツの新しい讃
美歌（集）について学ぶ、9月7日の公開講座を前にして、「賛美の夕べ」
を開催する運びとなりました。
と　き　8月18日（火）午後3時～4時30分
ところ　日本福音ルーテル名古屋めぐみ教会
　　　　名古屋市南区鳥栖1丁目15-32
　　　　（地下鉄桜通線桜本町1番・2番出口から徒歩2～3分）
指　導　（日本讃美歌学会員）泉川道子、吉田　文
参加費　500円
問合せ　泉川道子
　　　　携帯；090-8193-0420　E-mail；cantormi@lily.ocn.ne.jp
　　　　カトリック名古屋教区広報委員会　早川　努
　　　　携帯；090-4790-0035　E-mail：ttmhkw@hotomail.com

日本讃美歌学会　中部支部　公開講演会
新しいドイツのカトリック聖歌集
Gotteslob（ゴッテスロープ／2013年）
「豊かな倉から新しい歌と古い歌を」

賛美歌研究者のフランツ博士をお招きして38年ぶりに改定発行されたドイツ
のカトリック歌集「Gotteslob（ゴッテスロープ）」について学ぶこととなりました。
日　時　9月7日（月）13：00～16：30
場　所　日本基督教団名古屋中央教会　名古屋市東区久屋町8-6
　　　　（地下鉄栄駅下車5番出口前）
参加費　1,000円＋歌集代1,000円　当日会場で受け付けます。
講　師　アンスガー・フランツ氏
問合せ　泉川道子（日本讃美歌学会中部支部）
　　　　携帯；090-8193-0420　E-mail；cantormi@lily.ocn.ne.jp
主　催　日本讃美歌学会中部支部
協　賛　�名古屋キリスト教協議会／カトリック名古屋教区典礼委員会／

日本聖公会中部教区／教会音楽フォーラム
後　援　日本キリスト教団中部教区教育部

８・９月号は合併号で
　名古屋教区ニュース８月号は９月と合併号と

して発行します。ご了承願います。
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アヴィラの聖テレジア生誕500周年記念
４回の講話と黙想会案内
（2014年10月15日～2015年10月15日）

「教会博士である聖女に学ぶ祈りと自己探求」
　アヴィラの聖テレジア生誕500周年記念に当たりこの聖人が
私たちに教えてくれた祈りの実践を学ぶべく全4回の黙想会
を開催します。一人でも多くの方の参加をお待ちしています。
黙想会日程　第4回 10月16日（金）～17日（土）「神との一致の祈り」
　　　　尚、4回目は一泊二日の黙想会を予定しています。
指導司祭　�ヘリ・ティブルティウス神父（神言修道会日本管区修練長）
時　間　毎回午前10時～午後4時（予定）
場　所　カトリック多治見教会　2階205室
持ち物　聖書、筆記用具、ロザリオ等　参加費　各回1,000円
その他　�昼食はお弁当をご用意ください。お茶その他はこ

ちらで準備します。
申込先　神言会多治見修道院研修センター
　　　　☎0572-22-2038　Fax 0572-22-2076
　　　　�出来れば一週間前までにお申し込みください。黙想

のために個室を希望される方、宿泊を希望される方は
その旨お伝えください。（個室1,500円、宿泊2,500円）
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郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

532件 27‚079‚856円
（6月末）目標額 40,000,000円
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神言会多治見修道院・黙想会
閑静な場所、広い院庭で黙想と心身の保養を！

9月12日㈯ 10：00～13日㈰ 16：00� 指導：及川神父　
　　�イエスは語る「あなたは自分をどのように評価して�
いますか」と。� 対象：信徒　　　

10月17日㈯ 10：00～18日㈰ 16：00� 指導：及川神父　
　　�イエスは語る「あなたは何が一番大切だとおもって�
いますか」と。� 対象：信徒　　　

料　金　宿泊費2,500円＋指導者への謝礼＋自由献金
食　事　仕出し弁当又はスーパーで購入。
申込み　神言会多治見修道院研修センター（9時～16時30分）
　　　　☎0572-22-2038／ Fax 0572-22-2076
　　　　携帯電話 090-7696-8089

2015年度　家庭委員会主催
家庭委員会主催の新テーマ
「この道を歩んで」が始まりました。

～6人のシスターが語る自分史（家庭と召命）～
開催日　9月12日（土）、10月10日（土）
時　間　毎回午後1時30分～3時30分
会　場　聖パウロ女子修道会名古屋修道院（聖パウロ書院）
　　＊参加費無料、＊一回だけでも参加できます。
　　＊事前申し込みの必要はありません。
問合せ　椎尾匤文神父（東山教会 ☎052-781-6514）

聖パウロ女子修道会（パウロ書院）のお知らせ

“ご一緒に、ロザリオの祈りをしましょう！”
シスターたちがお祈りしている修道院のチャペルで、ご一緒に
ロザリオの祈りをしませんか。まだロザリオを一度も唱えたこ
とがない方や、お祈りのしかたがわからない方、どなたでもご自
由に参加できます。どんなことでも、ロザリオの祈りをとおし
て聖母マリアに打ち明け、恵みをとりついでいただきましょう。
日　時　8月はお休みします。
　　　　9月13日（日）午後2時から（40分程）
　　　　10月11日（日）午後2時から（40分程）
場　所　聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）
　　　　名古屋市東区葵1-13-2　☎052-936-4443

「青年のための聖書の学び」
開催日　�8月22日（土）愛知県陶磁美術館（陶芸館）に遠足。

9月21日（月・敬老の日）～22日（火・国民の休日）は
黙想会。このコースの締めくくりです。

テーマ　「主よ、あなたはどなたですか！」
指導者　�溝部脩司教様（望洋庵・庵主）
　　　　（グループの分かち合いは名古屋・神戸の青年たち）
　　　　前日の9月20日から泊まる事も出来ます。
締切り　8月22日（土）陶芸館遠足の日。
持ち物　�聖書、洗面道具（タオル、歯ブラシ、歯磨き粉等）

尚、石鹸、シャンプー、寝具は主催者で準備。
対　象　18歳から30歳くらいの青年
申込・場所　聖マリアの無原罪教育宣教修道会　名古屋修道院
　　　　名古屋市千種区園山町1-56　☎052-782-5850
　　　　担当　シスター碇（いかり）政子
　　　　HP　http://www.concepcionistas.jp/

名古屋教区センター�
休館日変更のお知らせ

　名古屋教区センター事務所は6月27日（土）より、毎週�
土曜日及び日曜日を休館と致します。又、祝祭日も休館と
します。ご迷惑をおかけ致しますが、ご理解とご協力を�
お願いします。

� 名古屋教区センター　
� 事務局長　平田政信
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委
員
会
「
神
学
講
座

⑤
」

	

家
庭
委
員
会
「
こ
の
道
を
歩
ん

で
⑤
」

13
日
㈰	

殉
教
者
祭
（
金
沢
卯
辰
山
）、

三
河
B
会
議
、
教
区
中
高
生
会

	

教
会
学
校
教
師
会
、
北
陸
巡
礼

（
信
徒
使
徒
職
協
議
会
）

14
日
㈪	

十
字
架
称
賛

15
日
㈫	

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
例
会

17
日
㈭	

司
祭
協
議
会

19
日
㈯	

正
義
と
平
和
委
員
会
「
学
習

会
」、
名
古
屋
ク
リ
ア

20
日
㈰	

城
北
B
会
議
、
城
東
B
会
議
、

城
南
B
会
議

23
日
㈬	

教
区
八
事
霊
園
合
同
追
悼
ミ
サ

26
日
㈯	

濃
尾
B
会
議
、
富
山
B
会
議
、

青
年
委
員
会
、
典
礼
委
員
会

27
日
㈰	

城
東
B
の
集
い

松
浦
司
教
の
予
定

8
月

２
日
㈰	
宣
司
評
常
任
委
員
会

信徒使徒職協議会主催による�
北陸巡礼2015

バスで行く長崎キリシタン殉教と高山右近を巡る旅
日　程　9月13日（日）
会　場　�金沢の卯辰山殉教地で野外ミサ。雨天の場合は金沢

教会で行います。
ミサ司式　松浦悟郎司教
　　　　更にバスの中でユスト高山右近について学びます。
参加費　5,000円（昼食代、保険料含む）
乗り物　観光バス1台
申込み期限　8月16日（日）まで。
　　　　�小教区に配布済みの申し込み用紙で申し込み。定

員49名になり次第締め切ります。
問合せ　�信徒協使徒職協議会の事務局。開所日は水、土曜

日の午後1時～5時までです。
　　　　TEL・FAX 052-933-3435
　　　　Email shitokyou@giga.ocn.ne.jp


